
1. 高松塚古墳 高松塚古墳は１９６２（昭和37）年頃、明日香村檜前の村人がショウガを貯蔵しようと

直径約６０cmの穴を現在の墳丘南側に掘ったところ、穴の奥で擬灰岩の四角い切石が

見つかったことが発端となりました。

そして１９７２（昭和47）年に高松塚古墳の発掘調査が始まりました。　

高松塚古墳は、直径２３m（下段）と１８m（上段）、高さ５mの

二段式の円墳です。

藤原京期（694年～710年）の間に築造された古墳と確定されましたが、

被葬者は特定されておらず３つの主な説があります。　

①天武天皇の皇子説　　②臣下説　　③朝鮮半島系王族説です。

１９７３（昭和48）年　高松塚古墳は特別史跡に、また石室の極彩色壁画は

１９７４（昭和49）年に国宝に指定されました。　特に色彩鮮やかな西壁の

女子群像は、考古学史上の大発見として当時のトップニュースとなりました。

2. 天武・持統 ここは、 天武天皇とその皇后で皇位を継承した持統天皇の合葬墳墓。 

天皇陵 直径５０ｍ、高さ６.36ｍ。 円墳とも八角墳ともとれる古墳で石室は

八角形です。天武天皇は唐を参考とした新たな都、これまでの日本

にはなかった本格的な律令国家を築き上げようと考えた天皇です。

ソフト面は飛鳥浄御原令（大宝律令の前身）と、ハード面は藤原京を

建設することでその政策を展開しましたが、大事業だっため、古事記

・日本書紀の編纂、藤原京建設、飛鳥浄御原令の編纂などは天武天皇

自身がその完成を見ることはありませんでした。

そしてその意思をしっかりと引き継いだ人物が皇后の鸕野讃良皇女

（うののさららのみこ）、後の持統天皇です。持統天皇は女帝として

即位し、夫の意志を引き継いで政治を行いました。

持統天皇は天皇として初めて火葬された人物としても知られています。

3. 亀石 明日香を代表する石造物ですが、民家のすぐ横に有ります。

亀石の伝説＞・・・昔話風に語ると

昔、大和が湖であったころ、亀石が置かれるここ川原と湖の対岸、当麻

との間に喧嘩が起こったそうな。そして長い喧嘩の末、湖の水を当麻に

取られてしまい、その湖は干上がってしまったそうな。

すると、湖に住んでいたたくさんの亀は死んでしまったそうな。

何年か後に、亀を哀れに思った村人達が、亀の形を石に刻んで供養したそうな。

この亀石は、今、南西を向いていおるが、・・・もし西に向きを変え、亀が当麻を

にらみつけたときには、大和盆地は泥沼になってしまうそうな。

奈良・明日香村めぐり



4. 甘樫丘 甘樫丘は、明日香村の豊浦と川原にまたがる、

標高140メートルの丘陵です。

（あまかしのおか） ２００７年２月１日、東麓遺跡において

７世紀前半から中頃のものと見られる

建物跡や石垣を発見したと発表され、乙巳の変（６４５年）で滅ぼされた

蘇我蝦夷と蘇我入鹿親子の邸宅跡ではないかと注目されています。

5. 鬼の俎・雪隠 畑の中を通る遊歩道の脇に「鬼の俎」と遊歩道を挟んで「鬼の雪隠」があります。

・ 俎  →まないた 元は1つの古墳で花崗岩を繰り抜いた石槨だったものが、

・雪隠→せっちん 二つに分かれてしまい、横口式石槨の蓋石（鬼の雪隠）と

その底石（鬼の俎）になったものとされています。

ただ、言い伝えもあり、風の森と呼ばれるこの地方に

鬼が棲んでおり、旅人を霧で迷わせ、捕らえて「俎」で料理し

鬼が満腹になった後「雪隠」で用を足した伝えられています。

現在では、欽明天皇陵の石室の底石と蓋と説明されています。

6. 吉備姫王墓（猿石） 備姫王は欽明天皇の孫にあたり、皇極・斉明天皇および孝徳天皇の母であり、天智天皇、

欽明天皇陵 天武天皇の祖母にあたります。そして猿石は、欽明天皇陵（梅山古墳）と隣接する、その

吉備姫王墓（きびひめのみこのはか）の墓域に４体並んでいます。

四体の猿石は、左から、女・山王権現・僧・男と呼ばれています。


